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安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
の

権
利
擁
護
支
援
に
取
り
組
む

　
高
齢
や
障
害
な
ど
を
理
由
に
判
断
能
力
が
低
下
し

て
も
、
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
こ
と
を
支
え

る
成
年
後
見
制
度
の
適
切
な
活
用
の
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。
成
年
後
見
制
度
は
、
法
定
後
見
制
度
と

任
意
後
見
制
度
が
あ
り
、
法
定
後
見
制
度
は
本
人
の

判
断
能
力
に
応
じ
て
、
補
助
、
保
佐
、
後
見
の
３
類

型
が
あ
る
。
任
意
後
見
制
度
は
判
断
能
力
が
あ
る
う

ち
に
、
自
分
の
判
断
能
力
が
衰
え
て
き
た
と
き
に
備

え
、
あ
ら
か
じ
め
支
援
者
（
任
意
後
見
人
）
を
誰
に

す
る
か
、将
来
の
財
産
管
理
や
身
の
回
り
に
つ
い
て
、

そ
の
人
に
何
を
支
援
し
て
も
ら
う
か
、
自
分
で
決
め

て
お
く
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
親
族
以
外
の
第
三
者
後
見
人
に
は
、
家

庭
裁
判
所
か
ら
選
任
を
受
け
た
弁
護
士
や
司
法
書
士

な
ど
の
専
門
職
後
見
の
ほ
か
、
一
定
の
研
修
を
受
け

た
市
民
後
見
人
が
あ
り
、
市
民
感
覚
で
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
き
め
細
か
な
後
見
活
動
が
で
き
る
市
民

後
見
人
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
大
分
県
臼
杵
市
に
あ
る
特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お

お
い
た
成
年
後
見
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー（
略
称
：

バ
ト
ン
）
は
、
成
年
後
見
制
度
の
中
核
的
な
セ
ン
タ

ー
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
弁
護
士
や
司
法
書
士
、

社
会
保
険
労
務
士
、
社
会
福
祉
士
な
ど
専
門
職
の
有

志
が
中
心
と
な
り
、平
成
29
年
1
月
に
設
立
さ
れ
た
。

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、当
た
り
前
に
、自
分
ら
し
く
、

幸
せ
を
感
じ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
暮
ら
し
て
い
く
」

こ
と
を
基
本
方
針
と
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
が
安
心
し
て
生
活
を
送
る
た
め
の
権
利
擁
護
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
受
任
し
た

法
人
後
見
事
業
を
は
じ
め
、
成
年
後
見
制
度
の
相
談

事
業
、
市
民
後
見
人
養
成
事
業
、
各
市
町
村
の
後
見

事
業
立
ち
上
げ
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
公

益
性
の
高
い
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
30
年
11
月
に

特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た

市
民
後
見
人
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る

　
同
法
人
は
、
平
成
30
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
権
利
擁
護
支
援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、市
民
後
見
人
の
育
成
と
制
度
の
普
及
・

啓
発
を
目
的
に
、①
バ
ト
ン
市
民
後
見
人
養
成
講
座
、

②
法
人
後
見
の
運
営
、
③
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制

度
の
相
談
ブ
ー
ス
の
設
置
、
④
事
例
検
討
・
勉
強
会
、

⑤
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
の
開
催
を
実
施
し
た
。

成
年
後
見
制
度
の
普
及
に
よ
る

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
例
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
い
た
成
年
後
見
権
利
擁
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

大
分
県
臼
杵
市
・
特
例
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
お
お
い
た
成
年
後
見
権
利
擁
護
支
援
セ
ン
タ
ー WAM から ひと言

　市民後見人養成講座や権利擁護
フォーラムの開催、ハンドブックの
作成・配布を通じて、一般市民への
周知はもとより、行政を含めた関係
者の権利擁護に関する意識のレベル
アップを進めることができました。
また、「バトンカフェ」の開催により、
地域住民の社会参加と生きがいづく
りをうながす居場所を提供するとと
もに、民生委員や専門職を含めた地
域での見守り体制を構築されたこと
を高く評価しています。

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
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助
成
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
理
事
長

の
吉
田
明
美
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
成
年
後
見
制
度
は
、
権
利
擁
護
支
援
の
一
つ
の

ツ
ー
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
制
度
が
十
分
に
理

解
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
、
支
援
の
必
要
な
人

が
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
で
き
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
制
度

の
普
及
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
成
年
後

見
制
度
の
必
要
性
が
増
す
な
か
、
市
民
後
見
人
は
利

用
者
の
視
点
に
立
っ
た
き
め
細
か
な
後
見
活
動
が
で

き
、
身
上
保
護
の
分
野
に
お
い
て
は
専
門
職
よ
り
も

専
門
性
が
高
く
、
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
質
の
高
い
市
民
後
見
人
の
養
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
」（
以
下
、「 

」
内
は
吉
田
理
事
長
の
説
明
）。

市
民
後
見
人
の
養
成
と

制
度
の
普
及
・
啓
発
に
取
り
組
む

　
質
の
高
い
市
民
後
見
人
の
養
成
を
目
的
に
し
た

「
バ
ト
ン
市
民
後
見
人
養
成
講
座
」
は
、
平
成
30
年

7
～
12
月
の
期
間
に
16
回
開
催
、
県
内
の
一
般
市
民

16
人
が
受
講
し
た
。

　
養
成
講
座
の
具
体
的
な
内
容
は
、
成
年
後
見
制
度

の
概
論
を
は
じ
め
、
法
律
の
仕
組
み
や
虐
待
防
止
、

税
務
関
係
、
対
人
援
助
の
ス
キ
ル
な
ど
後
見
活
動
や

権
利
擁
護
支
援
に
必
要
な
科
目
に
つ
い
て
の
講
義

（
40
単
位
・
延
べ
75
時
間
）
を
行
い
、
講
師
は
法
人

ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
行
政
や
各
分
野
の
専
門
職
の
協

力
を
受
け
て
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
養
成
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
、
成

年
後
見
制
度
や
権
利
擁
護
支
援
の
普
及
・
啓
発
を
目

的
に
し
た
「
権
利
擁
護
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。

成
年
後
見
制
度
に
精
通
し
た
講
談
師
に
よ
る
基
調
講

特例認定NPO法人
おおいた成年後見権利擁護支援センター
権利擁護支援事業

平成30年度事業

助成額
475 万 2 千円

【事業概要】
高齢や障害などで判断能力が低下しても住み慣れた地域で安心し
て暮らせることを目的に、市民後見人の養成を行うとともに、成
年後見制度や権利擁護支援の普及啓発、地域の専門職の資質向上
を目指す事業

【実施内容】
◆バトン市民後見人養成講座

市民後見人の育成を目的にした養成講座
やフォーラムを開催するとともに、制度
をわかりやすく解説したハンドブックを
作成し、成年後見制度・権利擁護支援の
普及・啓発を図る

◆法人後見の運営
いつでも困ったとき
に相談できる場所を
提供するほか、市民
後見人として登録し
た担当者が被後見人
と面談や見守り支援

（身上の保護）を実施

◆権利擁護と成年後見制度の相談ブースの
設置
津久見市社協と連携し、権利擁護と成年
後見制度等に関する相談対応を行う出張
相談会を定期的に実施

◆事例検討・勉強会
養成講座の修了者にとどまらず、地域の
専門職を対象にした勉強会を開催し、事
例検討や支援に必要な知識、対人援助の
スキルなどを学び、地域全体の支援員の
資質向上を図る

◆バトンカフェの開催
成年後見制度や権利擁護支援の普及・啓
発とともに、要支援者の早期発見・早期
対応を目的にしたカフェを定期的に開催。
健康や介護予防、法律など安心して生活
するための各種講座や情報提供、イベン
トを実施

【成果】
◆市民後見人養成講座（40 単位／ 75 時間）

は、16 人の受講者のうち 13 人が修了し、
法人内支援員として登録した。また、成年
後見制度・権利擁護支援の普及啓発を目的
にしたフォーラムは、一般市民をはじめ、
行政や支援関係者など 121 人の参加があ
り、制度に対する高い関心がうかがえた

◆法人後見の運営では、相続や消費者被害、
虐待などに関する計 184 件（電話 111 件、
来所49 件、訪問 24 件）の相談に対応した

◆支援員の資質の向上を目的にした事例検討・
勉強会（全 6 回）は、講座修了者のほか、
行政や地域包括支援センターの職員、看護
師、ケアマネジャー、介護施設の職員など
計 58 人が参加。地域の支援者の顔のみえ
る関係づくりにも寄与した

◆バトンカフェは、定期開催した臼杵市（全
12 回）のほか、下ノ江地域（3 回）、津久
見市（2 回）で出張開催し、延べ 300 人が
参加した。参加者同士のコミュニティがで
き、それぞれの地域の見守りをすることに
つながった

事業概要

成年後見制度の普及・啓発を目的にした
フォーラムには、一般市民や支援関係者、行
政職員など 121 人が参加した

市民後見人養成講座では、後見活動や権
利擁護支援に必要な知識・スキルの習得
を図り、16 人の受講者のうち 13 人が
修了した
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演
を
は
じ
め
、
行
政
や
家
庭
裁
判
所
の
主
席
書
記
官

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
市
民
後
見
人

に
よ
る
活
動
報
告
な
ど
を
行
い
、
一
般
市
民
や
支
援

関
係
者
、行
政
職
員
な
ど
１
２
１
人
の
参
加
が
あ
り
、

制
度
に
対
す
る
高
い
関
心
が
う
か
が
え
た
。

　
さ
ら
に
、
助
成
事
業
で
は
成
年
後
見
制
度
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
小
冊
子
を
作
成
し
、
養
成
講
座

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ほ
か
、
行
政
の
関
係
部
署
や
社
会

福
祉
協
議
会
な
ど
に
配
布
し
た
。

　「
作
成
し
た
小
冊
子
は
、
イ
ラ
ス
ト
で
ス
ト
ー
リ

ー
仕
立
て
に
し
た
制
度
の
解
説
や
事
例
、
利
用
手
続

き
な
ど
を
掲
載
し
、
で
き
る
限
り
専
門
用
語
を
用
い

ず
、
一
般
の
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
。養
成
講
座
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
使
用
す
る
ほ
か
、

行
政
や
社
協
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
配
布
し
、

専
門
職
が
利
用
者
に
説
明
す
る
際
に
活
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」。

　
養
成
講
座
の
修
了
者
に
は
、
法
人
か
ら
修
了
証
書

を
授
与
し
て
お
り
、
16
人
の
受
講
者
の
う
ち
13
人
が

修
了
し
、
法
人
内
支
援
員
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

法
人
内
支
援
員
の
登
録
者
数
は
計
23
人
と
な
り
、
成

年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
加
え
、
質
の
高
い
支
援

者
の
育
成
が
進
ん
だ
。

相
談
事
業
と
と
も
に

地
域
の
支
援
者
の
資
質
向
上
を
図
る

　「
法
人
後
見
の
運
営
」で
は
、家
庭
裁
判
所
か
ら
受

任
し
た
法
人
後
見
に
つ
い
て
、
法
人
内
支
援
員
と
し

て
登
録
し
た
市
民
後
見
人
が
担
当
者
と
な
り
、
被
後

見
人
等
と
の
面
談
や
、
身
上
保
護
な
ど
の
見
守
り
支

援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
相
談
窓
口（
月
～
金
曜
の
9

～
16
時
）を
設
置
し
、支
援
の
必
要
な
人
が
成
年
後
見

制
度
を
利
用
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
助
成
期
間
中
の
相
談
件
数
は
、
計
１
８
４
件
（
電

話
１
１
１
件
、
来
所
49
件
、
訪
問
24
件
）
に
の
ぼ
り
、

成
年
後
見
制
度
の
ほ
か
に
、相
続
や
消
費
者
被
害
、

虐
待
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
相
談
事
業
と
し
て
津
久
見
市
社
協
と
連

携
し
、
津
久
見
市
民
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に

相
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
出
張
相
談
会
（
毎
月
第
4

水
曜
の
13
時
半
～
15
時
半
）
を
開
催
し
た
。

　
相
談
対
応
の
体
制
は
、
認
定
社
会
福
祉
士
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
も
つ
吉
田
理

事
長
と
社
会
保
険
労
務
士
が
1
つ
の
相
談
に
対
し
て

2
人
で
対
応
し
、
法
律
面
の
相
談
に
つ
い
て
は
法
人

の
理
事
を
務
め
る
弁
護
士
や
司
法
書
士
に
つ
な
ぐ
体

制
と
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
助
成
事
業
で
は
地
域
全
体
の
支

援
者
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
講
座
修
了
者

に
加
え
、
地
域
の
支
援
者
を
対
象
に
し
た
「
事
例
検

討
・
勉
強
会
」（
全
6
回
）
を
開
催
し
た
。

　
勉
強
会
に
は
、
講
座
修
了
者
の
ほ
か
、
行
政
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
施
設
の
職
員
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
看
護
師
な
ど
延
べ
58
人
が
参
加
し
、

参
加
者
が
自
ら
の
業
務
の
な
か
で
困
っ
て
い
る
事
例

の
検
討
や
対
人
援
助
の
ス
キ
ル
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
支
援
者
同
士
の
顔
の
見
え
る
関
係
を
構
築
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。

誰
で
も
集
え
る
居
場
所

「
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
」
を
定
期
開
催

　
加
え
て
、
権
利
擁
護
と
成
年
後
見
制
度
の
普
及
・

啓
発
や
、
要
支
援
者
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を
目

的
に
「
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
」
を
毎
月
開
催
し
た
。

　「
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
は
、
誰
も
が
集
え
る
居
場
所
と

し
て
設
立
当
初
か
ら
不
定
期
に
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
必
要
性
が
高
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
助
成

事
業
で
定
期
開
催
し
ま
し
た
。実
施
内
容
と
し
て
は
、

日
常
生
活
を
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
成
年

後
見
制
度
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
制
度
や
健
康
、
法

律
、
消
費
者
被
害
の
防
止
な
ど
、
毎
回
テ
ー
マ
ご
と

に
専
門
職
を
招
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
」。

　
情
報
提
供
の
ほ
か
に
も
、
癒
し
や
趣
味
に
つ
な
が

る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ヨ
ガ
、

誰もが集える居場所「バトンカ
フェ」を毎月開催し、安心して生
活が送れるよう健康や法律・制度、
生活に関する情報提供のほか、癒
しにつながるイベントや食事会な
どを実施

法人内支援員（市民後見人）による身上
保護活動の様子。同法人では 2 週間に 1
度は必ず本人と面会し、状態を確認しな
がら対話する時間を設けている
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楽
器
演
奏
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。
ハ
ン

ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
習
得
す
る

こ
と
で
市
民
後
見
人
が
身
上

保
護
活
動
で
訪
問
し
た
際
に
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
対

話
す
る
こ
と
が
で
き
、
信
頼

関
係
が
深
ま
る
効
果
も
あ
る

と
い
う
。

　
さ
ら
に
、「
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
」

で
は
、
毎
回
食
事
会
を
開
き
、

参
加
者
が
楽
し
く
団
ら
ん
す

る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　「
食
事
会
で
は
、カ
レ
ー
を
無
料
で
提
供
し
て
い
る

の
で
す
が
、
2
人
の
参
加
者
に
調
理
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。き
っ
か
け
は
、バ
ト
ン
カ
フ
ェ
を
立
ち
上

げ
る
と
き
に
、
そ
の
方
の
娘
さ
ん
か
ら
自
分
の
母
親

の
も
の
忘
れ
が
進
み
、
ひ
き
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て

い
る
と
い
う
相
談
が
あ
り
、
ご
本
人
に
話
を
聞
く
な

か
で
、
以
前
は
カ
レ
ー
の
調
理
・
販
売
を
し

て
い
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
バ
ト

ン
カ
フ
ェ
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
調
理
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
毎
回
活
動

に
携
わ
る
こ
と
で
、
表
情
も
明
る
く
な
り
、

外
出
も
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
自
分
が
必
要
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
助
け
ら
れ
る
だ

け
の
存
在
で
は
な
く
、
支
え
る
側
に
回
れ
た

こ
と
が
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
か
た
ち
で
、
地
域
で
埋
も
れ
て
い
る
人

が
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
よ

う
な
人
た
ち
を
1
人
で
も
多
く
参
加
に
つ
な

げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　
バ
ト
ン
カ
フ
ェ
は
、
臼
杵
市
で
定

期
開
催（
12
回
）し
た
ほ
か
、
同
市
の

下
ノ
江
地
域
（
3
回
）
と
津
久
見
市

（
2
回
）
で
も
出
張
開
催
し
て
お
り
、

延
べ
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ

る
と
と
も
に
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
見
守
り
活
動
を
す
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り

制
度
へ
の
理
解
が
深
ま
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
権
利
擁
護
と
成
年
後

見
制
度
の
普
及
啓
発
、市
民
後
見
人
の
養
成
の
ほ
か
、

行
政
や
社
協
等
と
の
連
携
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　「
今
後
も
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
み
、
マ
ン
パ

ワ
ー
が
小
さ
く
な
り
、
安
心
・
安
全
に
生
活
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
な
か
で
、

市
民
後
見
人
の
養
成
講
座
や

バ
ト
ン
カ
フ
ェ
を
継
続
で
き

て
い
る
こ
と
は
大
き
な
成
果

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動

を
継
続
す
る
な
か
で
権
利
擁

護
支
援
や
成
年
後
見
制
度
の

必
要
性
を
行
政
に
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
行
政

や
地
域
の
専
門
職
と
顔
の
見

え
る
関
係
が
構
築
さ
れ
て
き

た
こ
と
も
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　
認
知
症
高
齢
者
や
、
親
亡

き
後
の
障
害
者
を
支
え
る
成

年
後
見
制
度
の
必
要
性
が
高

ま
る
な
か
、
同
法
人
の
活
動

が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。

　平成 30 年度の WAM 助成
では、市民後見人の養成とと
もに成年後見制度の普及・啓
発活動に取り組み、権利擁護
支援や制度が身近な問題とし
て認識されるようになったこ
とは成果でした。
　今後の展望として、来年度
に認定 NPO の申請をする予
定となっていますが、活動を
継続していくことがいちばん重要だと考えています。
　安心して生活していくことのできる地域にしていく
ためにも、制度や法律に関する高い専門性をもち続け
ることは当然ですが、「バトンカフェ」を中心に、人と
して尊ばれて、互いが支え支えられる存在として、い
きいきと暮らすことができる、心がホッと温まるよう
な地域づくりを目指しています。

特例認定 NPO 法人
おおいた成年後見権利擁護支援センター

  理事長・センター長　吉田  明美氏

心が温まる
地域づくりに取り組む

●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 せ

〒875－0041　大分県臼杵市大字臼杵字洲崎
　　　　　　　　　72-126  臼杵商工会議所 1 階

TEL ／ FAX： 0972－83－5930
U R L： https://www.osk-baton.com/
設　　立：平成 29 年 1 月
理 事 長：吉田　明美

◆団体概要

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ

市民の参加・協力 専門職者の関わり

法人後見事業

居場所
バトンカフェ個別相談 事例検討会

権利擁護支援
フォーラム

地域支援の輪が拡がる仕組み
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